切り取って壁に貼ります。 


4 f ) 必要なケーブルを接続して壁掛け用面ファスナーで 
Iム固定し、壁掛け用クッション、転倒防止クランプを 

ディスプレイ部に取りつける の 転働防止クランプ用ネジを f 


ケーブルは確実に接続してください。 
転倒防止クランプにはひちを通して 
おをます。 


転働防止クランプ用ネジを使って、 
乾润防止クランプを取りがける 



ちス間に合わせる 


壁掛け用面フアスナーで、 し壁掛け用 
ケーブルをはさんで固定する ク、 、ノシ3ン 


ディスプレイ部を壁に掛ける 


13 


ケーブル類は、壁に掛けてからは接続でさません。 

壁に掛ける前に、ケーブル類の接続を済ませてください。 

手順3で貞占り付けた「ディスプレイ部位置合わせガイ 
ド」の「▼」印とディスプレイ部天面の中む位置を合わせ、 
ディスプレイ部を壁に掛ける 

-ディスプレイ部を壁に軽く押し付けなびら、ゆっくりと下ろします。壁 
掛け用ネジび壁掛けス U ム金具と壁掛け用ホルダーの溝にしっかりは 
まっていることも確認しなびら、ディスプレイ部を壁に掛けます。 

• 「▼」印の位置は、已2型と4己型とで異なります。「ディスプレイ部位 
置合わせガイド」に記載されているお名を確認し、ディスプレイ部を壁 
に掛けてください。 
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転倒防止クランプに通したひもは、 

画面側に垂らしておをます。 

ヒートンを使って、落下時の衝撃緩和巧策を行う 

-壁に市販のヒートン（高さ 9mm しソ下で、ひちび外れないお状のちの） 
を取り付けます。 

-手順12でクランプに通したひもを、壁に取り付けたヒートン孔に通し 
て、ディスプレイ部び落下しないよラに結びます。 

巿販のひ右 



巿販のヒートン 
(ひちびはずれない 
おがのちの） 


ディスプレイ部を壁か5がずときは 


壁掛けス U ム金具の溝にそってディスプレイ部を斜めち動かして外しま 
す。 

% % 



000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000 


♦重要 ♦ 

-接続してあるケーブルに引つかからないよラにご注意ください。 


-切り取り線① . 切り取り線の- 



切り取り線①- 



スタンド支ほを外ず 


J 旧2をのプラスドライバー(巿販品）をお使いくださし、。 


8 


ディスプレイ部を水平な台の上に寝かせる 

-テーブルなどの水平な台の上に毛布など厚手の柔らかい巧を敷を、その 
上にディスプレイ部を寝かせます。 

-電源プラグをコンセントから抜を、録画機器などとつないだケーブルは 
録画機器側を外します。 

スタンド台を取りがす 


9 



4 f \ 支ホ主補助部品取付ネジ1本を外して 
I \ j 支ホ主補助部品を取りがす 


支柱補助部品 支柱補助部品 

取付ネジ 




壁掛け用のネジを取り付ける 



000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000 

-ディスプレイ部に取 D 付ける壁掛け用ネジは、しっかりと締めてくださ 
し、。ディスプレイ部び落下し、けびをする恐れびあります。 


'み ;I 


'を) 


TOP ‘ 


■Tv. 


.一 I— ， 


1 ;¢ 


•切り取り線①- 


設置位置について 

• 液晶テレビには視野角（映像び正しく見える範囲）びあります。ほぼ正面びちっ 
とち正しく見える位置です。よくご覧になる姿勢や目線、視野範囲に合わせて設 
置位置をミ夫めて < ださい。 

• 設置の際にはディスプレイ部の AC アダプターび床から離れた D、 他のケーブル 
に引っ掛からないように設置してください。 

• 設置の高さによってはお子様びディスプレイ部に頭などをぶつける可能性びあり 
ますので、設置時にご配慮ください。 

ご用意いただくもの（市販品）推奨ずるネジのゴま単位： mm 

• 壁掛けス U ム金具/壁掛け用ホルダー取付 

用ネジ]〇〜 2] 本 6.己〜 7.5! rk\\\\\\\\^4 

壁の材質や強度に応じて、使用するネジ 的 ハハハハ\ ザ 

の種類、本数、および長さび異な D ます。 3〜4 , 

ご用意いただ< 際は、販売店や工事店に 
ご相談ください。 

• 巧あを硬貨（已円玉）におちりをつけたホ、セ□八ンテープ、付寞紙 
’工具（はさみ、プラスドライバー、キ U) 

’ヒートン（ひちび外れない形状のちの)、落下時衝撃緩和巧策用ひち 


30〜已〇 


壁掛けに使う付属品 

壁掛けス U ム金具 X 


壁掛け用クッション X2 


壁掛け用ホルダー X 


m) 

壁掛け用面ファスナーX2 


壁掛け用ネジ（上用） 
M6 (長さ1 4mm) X2 


壁掛け用ネジ（下用） 
M4( 長さ1 0mm) X 1 


壁掛けガイドシート（本幫X1 



転倒防止クランプX2 


転倒防止クランプ用ネジ 
M4( 長さ 12mm) X2 

タタ 


壁掛けガイドシートを貼る 


2 



3 


手順1で切り取った 
r ディスプレイ部位置合わせ 
ガイド」を、壁掛けガイドシート 
上部のイラストに合わせて、 
壁に貼り付ける 

-壁掛けガイドシート上部に薄く印刷さ 
れているイラストに「ディスプレイ部 
位置合わせガイド」を重ねて、テープ 
で壁に貼り付けます。 


壁掛けスリム金具を取り付ける 

4 壁掛けスリム金具と 

壁掛け用ホルダーイラストの 
ネジ穴の中む点に 
キリを刺して、目がを付ける 

-目印を付けたら、壁掛けガイド 
シートをはびします。（手順 3 で 
貼り付けた「ディスプレイ部位置 
合わせガイド」は残します。） 



め 


重 b した糸を取りがします。 
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壁掛けスリム金具と壁掛け用ホルダーの仮止めをする 

-キ U を刺した目印と壁掛けス U ム金具のネジ巧を合わせて、壁掛け金具 
取付用ネジ（市販品）をそれぞれ1本使って、仮止めします。 

• 左ちに傾いていないかを確認します。 


% 


J ©◎ @@ 


上部中央を最初に止める 


◎◎ 间 

-^ 


N 

左上を最初に止める 
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壁掛けスリム金具と壁掛け用ホルダーを取り付ける 

-壁掛けス U ム金具/壁掛け用ホルダー取付用ネジ（市販品）を使って、 
しっかりと取り付けます。 

•金具：最低6本 （4 ス5と中央） 

• ホルダー：最•(氏4本 （4 ス 5) 

壁の材質などによりお要な位置に必要な数のネジをお使い<ださい。 

%. 、 



000000 <x>o<x>o<xxx>o<x>oooooo<x>o<x>oo 00 <>c>oooooo<x>o 00000000000000 <>oooooooc>o<x> 


♦重要 ♦ 

-壁掛けス1」ム金具/壁掛け用ホルダー取付用ネジは、しっかりと締 
めてください。ディスプレイ部、壁掛けス1」ム金具、壁掛け用ホルダー 
び落下し、 けびをする恐れびあります。 


■；0 


■；0 


切り取り線① . 切り取り線①■ 


l 切り取り線①- 


切り取った 
この表示に合わせて壁に貼ります。 



壁掛けカイドシート 


TPAPAA097WJZZ 
11 P12-JA-KK 


LC-52 巧 / LC-46F5 用 



ディスプレイ部壁掛け手順書 （取付工事業者様用) 


• 取付工事や取日巧しは、お買い上げの販売店、または専門業をに 
ご依|1< ださい。 

• お客様ご自身で取付工事をされ、万一不備びありますと、落下に 
よるケガ、破損、感電、または火災の原因になりまず。 

• 取付:!:事や配線：！:事は、下記のミち意事項や壁掛け手順に従つて確 
実に行つてください。 

• 取り付ける壁は、重量に十分耐える場所を選んでください。 

• 配線工事についてち、壁の厚さや強度を事前にご確認ください。 

• 壁掛けスリム金具には、他の荷重をかけないでください。 

• 必ず指定の部品を使用し、部品の改造•変更は行わないでください。 
• がしたスタンドは本機じ(がに使用しないでください。 

上記の内容に万一不備びありますと、落下によるケガ、破損、感電、 
火災の原因になりまず。 


ディスプレイ部位置合わせガイド 


お客様へのお願い 


巧 スタンドを95^ h 付ける場合のま意事1頁合 0000000000000000000000000000000000000000000000000000<>00000000000000000000000000000000000000000000000000000<>〇<>〇<>〇<>〇<>〇<>〇<>〇<>〇〇〇<>〇<>〇<>〇〇〇<>〇〇〇 

• 壁掛けスリム金具や壁掛け用ホルダーを使用していたお客様び、壁掛けをやめて再度スタンドを取り付ける場合は、ディスプレイ部の 
天地方向を間違えないよラご注意ください。 

•取り付けの順番は、まずスタンド支柱をディスプレイ部に取り付けた後、スタンド台を取り付けてください。スタンド支柱とスタンド 
台を組み立てた状態でディスプレイ部に取り付けよラとずると、スタンドび不を定になり危険でず。 

• 壁掛けスリム金具や壁掛け用ホルダーを壁面に設置後に再び撤去しますと、壁面に取り付けネジやヒートン類の巧び残りますのでご了 
承ください。ディスプレイ部を長期間壁掛けでご使用になりますと、ディスプレイ部の熱や空気の流れによって、壁面び変色すること 
びありまずのでご了承ください。 


〈〉^1^ I 白 00000000 <X>00<X>00 00000000000 C^OOOOOOOOOOOOOOC^OOOOOO 00000000000 <>0<>00<XXX>00000<XX>000<>0<XvX><KXxXxXxXxX>00<>000<XXXXXXXX>0<>0<>OC><X>0<KXXXxXxXxXxXX>OC>OC><XXXXXXX> 00000000000 CKXXXxXxXxXXXX^XxXXXXXXXXX^ 

お客様び、この壁掛け金具の取り付け不備、取扱い不備、または当社製の専用部品 L ソがをご使用になった場合による事故、損傷については、 
法令上の責任び認め5れる場合を除さ、当社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 


まを上のご注意 

• 取り付けをされる前に、この「を全上のご注意」をよく 
お読みの上取り付けて < ださい。 

• ここに示した注意事項は、を全に関ずる重大な内容を記 
載していますので必ず守ってください。 

また、を全に設置していただくために、2人 ULh で作業 
ずることをおすずめします。 


ディスプレイ部位置合わせガイド 
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切り取り線② 


切り取り線② 




























































